
① 犯罪被害者等支援条例関連 

・特徴について    

・具体的な作業内容について  

・犯罪被害者支援推進計画策定に当たって 

外部意見の取り入れ方法について 

② 静岡県犯罪被害者支援連絡協議会関連 

・概要について    

・加盟機関の役割について 

③ 江川町交差点の平面横断関連 

・平面横断に至った経緯について   

・メリット、デメリットについての警察の所見 

④ 防犯カメラの設置関連 

・防犯カメラの設置状況について   

・設置への警察の支援状況について   

・問題点等の概要について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 子供や女性、高齢者などをねらった様々な犯罪のニュースが後を絶ちません。安全

で暮らしやすく、子育てがしやすい地域の為には、地域の防犯機能の向上が不可欠で

す。犯罪発生後の捜査や被害者救出だけでなく、犯罪の抑止につながる防犯カメラの

効果は非常に大きいと考えています。しかし官地のみでは効果も少なく、設置場所だ

けでなくその活用についても関係機関の連携が必要なことは当然だと考えます。 

そのため、県内の防犯カメラの設置状況についての質問を行いました。現在、商店

街や駅駐輪場、公園等の公共空間に設置されている街頭防犯カメラは 123地区に 905

台を把握しているとのことでした。このうち、経済産業省が補助事業として実施して

いる「商店街まちづくり事業」の活用により、12 地区に 133 台の防犯カメラが設置

されていて、街頭防犯カメラ以外についても、コンビニエンスストア、金融機関など

に約 16,000台の設置を把握しているとのことでした。 

防犯カメラの設置は効果がありますが、問題点等があればとのことで、概要につい

て質問しました。画像使用のため、肖像権、プライバシー、データ管理の問題が挙げ

られますが、街頭防犯カメラの設置者、管理者については運用要領が定められ、これ

に基づいて運用されていて、これまで警察に寄せられた防犯カメラにかかる相談や苦

情などの問題点は把握していないとのことでした。 

 

 

第９号 

平成 27年２月    第１１号 ふ る さ と に っ こ り 通 信  

文教・警察委員会での質疑 
 

良知あつゆき（県議会１２月定例会） 

 
 

 

第 11号 平成 27年 2月号 

良知あつゆきは、文教・警察委員会の１２月定例会において、以下の内容について質疑を行いました。一部について答弁の内容をお知らせいたします。 

 

 

答弁の内容 「防犯カメラの設置について」 
 

 

質疑内容抜粋（警察関連） 

防犯カメラの設置に対しての警察の支援状況についても質問をしました。警察としても防犯カメラの設置は、犯罪抑止へ

の役割が非常に大きいと考えているとのことですが、警察本部で、飲料メーカーが社会貢献事業として防犯カメラを設置す

るとの情報があり、確認したところ、牧之原署管内において地元企業の理解と協力をいただいて防犯カメラが設置され、他

にもいくつか話が来ているとのことでした。 

 私としても、牧之原署管内の例のように、防犯カメラ設置の必要性のあるところには、積極的に関係機関と連携して、設

置を応援、指導してもらい、地域の生活者の安全が守られるように強くお願い致しました。 

 

焼津文化会館小ホールにて「良知あつゆき県

政報告会」を開催し、最新の県政の状況および

活動状況についてご報告させて頂きました。 

また当日は、静岡県危機管理監兼危機管理部

長の岩田氏と地元のジャーナリスト原田氏を

パネリストに「防災討論会」を開催し、焼津市

に関する具体的な防災に関する討議が行われ

ました。会場満員の参加者の皆様も真剣に傾聴

いただき、市民一人ひとりの防災に関する意識

や地域での防災活動について考え直す大変貴

重な機会となりました。 

県政報告会を開催 
平成２６年１２月 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27年 2月    第１１号 ふ る さ と に っ こ り 通 信  

地域への現状報告・課題調査・意見交換を継続 

「必要性を感じ、関連部署へ依頼、開催することが出来ました」 

私は、日頃から、一方的な資料配布や情報をお伝えすることだけでは、地域ご

とに異なる問題や課題の解決方法としては不十分であると感じています。また、

本当の現状を把握することも書面だけでは不十分であることを痛感しています。 

今回、私が今まで取り組んできた静岡県第４次地震被害想定の周知をはじめと

した活動において、ご指導や助言を頂くなどの連携を図った、国土交通省、静岡

県湾岸局、焼津漁港管理事務所、島田土木事務所、志太榛原農林事務所、静岡県

危機管理局、焼津市危機管理部、焼津市道路課、焼津市河川課担当者の皆様にご

協力を依頼し、主旨にご理解を頂いて、国・県・市の担当者の皆様の同席による、

第４次地震津波被害想定やアクションプログラムに関する説明・意見交換会を各

地区で継続して開催することができました。ご協力頂いた各機関の皆様には感謝

申し上げます。 

また、災害対策以外を含んだ地域ごとの具体的な質問が出され、各部署担当者か

らの説明を直接聞く機会を頂くことが出来ました。 

 直接お伺いした貴重な意見について、すぐに対応し実現させてまいりたいと思

います。 

良知あつゆき 活動報告 
 

 

「参加議員等」（参議院議員）牧野京夫・岩井茂樹（静岡県知事）

川勝平太（静岡県議会水産議員）森 竹治郎・中澤通訓・深澤陽一・

天野 一・相坂摂治・大石哲司・藪田宏行・三ツ谷金秋・良知淳行 

「参加団体」 

静岡県漁業協同組合連合会・静岡県信用漁業協同組合連合会・静岡

県水産加工業協同組合連合会・静岡県漁船保険組合・静岡県漁業信

用基金協会・静岡県漁港漁場協会・静岡県漁業振興基金・ＪＦ共済

推進本部（共水連静岡支店）・全国合同漁業共済組合県事務所・県

漁連伊東地区運営委員会・県漁連賀茂地区運営委員会・県漁連各地

区運営委員会 

「静岡県」 

静岡県経済産業部・静岡県交通基盤部 第 11号 平成 27年 2月号 

災害対策特集 

○主な開催日・会場 

平成２６年 ４月１８日 大井川地区① 

平成２６年 ７月 ７日 大井川地区② 

平成２６年 ８月２２日 和田地区 

平成２６年 ８月 ５日 港地区 

平成２６年１１月 ７日 小川地区 

             その他地区 


